
棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！

棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！じっくり的を見定めて、フッ！
　10月25日㈰、市総合体育館でスポーツ吹き矢交流大
会が開催されました。大会は新潟県総合型地域スポーツク
ラブ連絡協議会で行われた研修会の一環で、50人が参加。
一定の所作で精神を集中させ、７メートル先の的めがけて
こん身のひと吹きを放っていました。

　10月25日㈰、市総合体育館でスポーツ吹き矢交流大
会が開催されました。大会は新潟県総合型地域スポーツク
ラブ連絡協議会で行われた研修会の一環で、50人が参加。
一定の所作で精神を集中させ、７メートル先の的めがけて
こん身のひと吹きを放っていました。

主な内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4-5
・・・ 6-7
・・・ 8-9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10-11
・・・・・・・・ 12-13

・・・・・・・・・・・・・・・・ 14-15
・・・・・・・・ 16-17

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19-21

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

●市民スポーツ大会結果ほか
●十日町市美術展
●棚田サミット／土地区画整理事業宅地売却ほか
●子育て応援特別手当執行停止／総合防災訓練ほか
●協働のまちづくり情報㉑
●めざせ！観光交流都市／水道事業ほか
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報ほか
●まちの話題TOPICS
●お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭－東小学校－
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ジュニアオリンピック
陸上競技大会出場選手激励壮行会開催

　10月12日（体育の日）を中心に、第５回市民スポーツ大会が開催され、大勢の参加者が

さわやかな汗を流しました。各競技の優勝選手・チームを紹介します。（敬称略）

2009十日町
RUN・ランリレ
ーカーニバル

ち
び
っ
こ
ラ
ン

小学低学年
男子

佐藤翔
（城ヶ丘ＸＣ）

小学低学年
女子

小川あかり
（城ヶ丘ＸＣ）

小学高学年
男子

中島夕和
（TAC）

小学高学年
女子

宮園侑希
（城ヶ丘ＸＣ）

４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー　
　
　

ファミリー 東小学校（中島碧、庭野優
奈、岡村恵莉花、村武美玖）

一　　　般
ラブリー十日町総合we are 
the world（油科勇、阿部駿平、
柳貴仁、村山敬太）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー

ファミリー
下条JXC－Ａ（長谷川実
優、水落稔、小林万修、高橋
竜太）

一　　　般 元十小チーム（根津勇介、
関口昌史、小林響、太島玲人）

フットサル大会 デポルティボ

テニス大会シン
グルス

一般男子Ａ 山口裕（ＬＴＣ）

一般男子Ｂ 越昌宏
一般女子Ａ 阿部澄（YYTC）

パパママバレーボール大会 十日町クラブ

第45回市民体操
競技大会

小学生男子 福崎成（馬場小）

小学生女子 伊藤楓夏（川治小）

中学生女子 高橋叶（水沢中）

宮沢杯・小山杯
争奪バスケット
ボール競技会

一般男子 トシキッキ

シニア オールディーズ

ソフトテニス
大会

一般男子Ａ 福原謙一・高橋勝彦
（十中ＯＢ）

一般女子Ａ 野上悦子・柳直子
（アディーン・ＬＳＴ）

一般女子Ｂ 福崎理子・阿部彩貴
（南中）

婦人 関口智子・高橋佑子
（ＬＳＴ）

市民スポーツの
日卓球大会

中学１年男子 数藤裕紀（川西中）

中学１年女子 柳紗知（川西中）

中学２年男子 小川陽平（川西中）

中学２年女子 中島雪絵（上郷中）

一般男子 庭野誠也（下条クラブ）

一般女子 中澤眞紀（十日町クラブ）

シニア 霜垣文雄（十日町クラブ）

少年野球大会
小学校５年生以下 十日町ブルーファイター

ズ

小学校６年生 東小若葉
400歳野球大会 ウエストタイガー

相撲競技大会

団体 東小A
小学１年 佐藤豪（吉田小）

小学２年 佐藤司（十日町小）

小学３年 西川匠（東小）

小学４年 藤ノ木颯（東小）

小学５年 小杉瑞樹（東小）

第38回
郡市柔道大会

小学１・２年 池田裕真（田沢小）

小学３・４年 池田祥真（田沢小）

小学５・６年 風巻光（津南小）

中学１年 庭野晃泰（十日町中）

中学２・３年 庭野彰太（南中）

中学・高校・一般
女子 畑中沙桜里（川西中）

一般・高校　軽量 星名豪紀（川西柔道会）

一般・高校　重量 宮澤嘉彦（津南柔道会）

ソフトボール大会 オールウェイズ

第25回
ジュニアバドミ
ントン大会

シ
ン
グ
ル
ス

小学３・４
年男子

澤潟士以
（十日町バドミントン少年団）

小学３・４
年女子

富澤歩美
（T・J・B・C）

小学５・６
年男子

高野隼
（T・J・B・C）

小学５・６
年女子

中沢和奏
（T・J・B・C）

中学男子 目黒良真
（十日町バドミントン少年団）

中学女子 春日歩美
（十日町バドミントン少年団）

ダ
ブ
ル
ス

小学男子 高野隼・船場大地
（T・J・B・C）

小学女子 富澤歩美・樋口知恵
（T・J・B・C）

中学男子 目黒良真・小海芳成
（十日町バドミントン少年団）

中学女子 春日歩美・宮崎美穂
（十日町バドミントン少年団）

大会名 種　　別 １　　位 大会名 種　　別 １　　位

市民スポーツ大会市民スポーツ大会市民スポーツ大会第5回

秋季市民バドミ
ントン大会

シ
ン
グ
ル
ス

男子Ａ 樋熊瑞生
（十日町クラブ）

男子Ｂ 大口修一
（ウィング）

女子 笠原裕子
（十日町協会）

ダ
ブ
ル
ス

男子Ａ 水落将志・生越淳
（下条・川西）

男子Ｂ 大田貢・蔵品茂昭
（ウイング）

女子 高田恵・平澤千加子
（ウイング））

第５回
市民剣道大会

小学低学年 南雲駿介（松代剣道連盟）

小学高学年 小海謙太（十日町剣友会）

中学男子 水落逸流（十日町剣友会）

中学女子 渡邉瑞季（田沢剣道SC）

一般・高校 柳幸成（十日町剣友会）

空手道競技会兼
第５回西野杯争
奪空手道大会

幼児・小学１・２
年形 渡辺大貴（見附小）

小学３・４年形 矢野智夏子（下条小）

小学５・６年形 若山源樹（上野小）

中学・高校形 松澤遥香（南中）

小学３・４年組手 宮崎凌（希望ヶ丘小）

小学５・６年組手 福島治樹（中条小）

市民ハイキング 行き先　長野県斑尾山　参加者　31人

第５回市長杯争奪ゲートボール大会 むつみ

第14回川西ソフトバレーボール大会 Team HOSAKA

第24回中里健康
ウォーク兼
第13回ミオンウ
ォーク

行き先
なかさと地域内約15kmコース
参加者　61人

ロ・マン24inまつだい
第19回　24時間耐久リレーマラソン 東芝柏崎

第15回
まつのやま湯鳥
駅伝大会

小学生 サビチェンミズホ
（松之山小）

中学生 紅ジャージファイナル
（松之山中）

ゆとり 三省の風 
（三省地区体協）

大会名 種　　別 １　　位 大会名 種　　別 １　　位

第９回全国障害者スポーツ大会トキめき新潟大会

　10月10日㈯〜12日（体育の日）に県内で第９

回全国障害者スポーツ大会が開催されました。入

賞した皆さん、おめでとうございます。（敬称略）

◎陸上競技

　（10月10日㈯〜12日（体育の日）／新潟市）

　立幅跳

　　１位　阿部　尋喜（なごみの家）

　100m

　　１位　阿部　尋喜（なごみの家）

◎水泳

　（10月10日㈯〜12日（体育の日）／長岡市）

　50m自由形

　　２位　村越裕太郎（小出養護学校）

　25m自由形

　　３位　村越裕太郎（小出養護学校）

　
10
月
20
日
㈫
、
市
役
所
本
庁
舎
で
、

第
40
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
壮
行
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
陸
上
競
技
（
10
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

／
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

　
　
小
島
鈴
菜
（
十
日
町
中
）

　
女
子
１
、５
０
０
m

　
　
関
口
　
悠
（
十
日
町
中
）

　
４
×
１
０
０
m
リ
レ
ー

　
　
高
橋
智
哉
（
川
西
中
）

　
男
子
３
、０
０
０
m

　
　
服
部
弾
馬
（
中
里
中
）

入賞おめでとう
ございます！
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市展賞　「朱い帽子の女、Ⅱ」

　　　　岩田和信（中条旭町）

　　　　※作品は下

佳　作　村山三智男

市
展
賞
　「
現
場
」

　
　
　
　
佐
藤
昭
二
（
南
魚
沼
市
）

奨
励
賞
　
佐
藤
真
人
（
新
宮
１
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
藤
岡
一
之
（
南
魚
沼
市
）

市
展
賞
　「
放
輪
宝
」

　
　
　
　
宮
沢
礼
子
（
伊
達
２
）

　
　
　
　
※
作
品
は
左

奨
励
賞
　
大
津
幸
一
（
新
座
３
）

　
　
　
　
中
林
喜
子
（
西
寺
町
）

　
　
　
　
長
谷
川
美
智
子
（
高
田
町
２
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
桑
原
正
明
（
山
本
）

佳
　
作
　
市
村
敬
子
、
杉
本
千
晴
、

　
　
　
　
庭
野
美
奈
子
、
樋
口
寿
夫
　

奨
励
賞
　
髙
橋
武
一
（
城
之
古
１
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
瀬
沼
哲
夫
（
小
千
谷
市
）

佳
　
作
　
内
山
美
恵
子
、
佐
藤
由
雄

市
展
賞
　「
金
糸
梅
」

　
　
　
　
板
橋
ツ
ギ
（
中
条
島
）

市
展
賞
　「
春
」

　
　
　
　
米
山
孝
志
（
魚
沼
市
）

　
　
　
　
※
作
品
は
下

奨
励
賞
　
阿
部
松
三
（
大
黒
沢
）

佳
　
作
　
小
川
　
仁

市
展
賞
　「
棚
田
の
春
」

　
　
　
　
関
口
耕
二
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
※
作
品
は
右
下

奨
励
賞
　
東
　
祐
義
（
十
日
町
市
）

　
　
　
　
高
橋
文
子
（
天
水
島
）

　
　
　
　
大
海
由
美
（
四
日
町
３
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
角
山
　
正
（
上
新
田
３
）

佳
　
作
　
樋
口
房
雄
、
増
川
美
一
、

　
　
　
　
根
津
一
良
、
小
林
幸
一
、

　
　
　
　
大
淵
利
夫

　
第
42
回
十
日
町
市
美
術
展
が
10
月
17
日
㈯
�
20
日
㈫
の
４
日
間
�
市
民
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
�
今
年
は
８
部
門
に
２
７
０
作
品
（
日
本
画
17
�

洋
画
50
�
版
画
12
�
現
代
美
術
４
�
彫
刻
４
�
工
芸
21
�
書
道
39
�
写
真

１
２
３
）
の
応
募
が
あ
り
�審
査
の
結
果
�55
作
品
が
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
�

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
�（
敬
称
略
）

●問合せ● 中央公民館  ☎757-5011

奨
励
賞
　
石
川
哲
司
（
妻
有
町
西
）

　
　
　
　
邨
山
重
信
（
室
野
）

　
　
　
　
須
藤
　
功
（
中
条
下
町
）

　
　
　
　
山
賀
規
司
（
上
新
田
１
）

　
　
　
　
岩
田
信
之
（
中
条
上
町
）

　
　
　
　
吉
楽
和
人
（
田
川
町
１
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
大
島
　
実
（
津
南
町
）

佳
　
作
　
樋
口
芳
一
、
岡
村
義
一
、

　
　
　
　
清
水
孝
子
、
小
林
洋
子
、

　
　
　
　
中
町
一
久
、
根
津
正
喜
、

　
　
　
　
福
崎
　
均
、
保
坂
良
雄
、

　
　
　
　
茂
野
誠
一
郎
、
保
坂
千
紘
、

　
　
　
　
桜
沢
正
司
、
小
林
幸
一

市展賞　「穏やかな時」　

　　　　小宮山令子（上原）

　　　　※作品は上

奨励賞　瀧澤一之（小千谷市）

佳　作　瀬沼哲夫、村山和宏

日
本
画

洋
　
画

版
　
画

彫
　
刻

現代美術

工　芸

写
　
真

書
　
道
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市道本町西線 ■越後交通

県
道
十
日
町
千
手
線

十日町
情報館

下水処理
センター

27

20 21

西本町土地区画整理事業地区内の
宅地を売却します

◆売 却 方 法　 抽選

◆申込み期間　 日時：11月10日㈫〜12月９日㈬

　　　　　　　 午前８時30分〜午後５時30分　

　　　　　　　 ※土・日曜日、祝日を除く

　　　　　　　 場所：建設課区画整理室

◆抽　　　選　 日時：12月20日㈰　午前10時〜

　　　　　　　 会場：本庁舎３階　全員協議会室

◆問　合　せ　 建設課区画整理室　☎757-3150

　土地区画整理法第96条第２項の規定により定めた、西本町土地区画整理事業の

保留地（宅地）を売却します。

西本町 宅地の位置、地積及び売却価格

番号 地目 地積（㎡） 売却価格（円）
20 宅地 385.72 15,853,092
21 宅地 482.15 18,659,205
27 宅地 163.81 7,240,402

　各宅地の詳細や申込み方法などについては、区画整理室へ問合
せるか市のホームページをご覧ください。

　
市
で
は
、
12
月
14
日
㈪
か
ら
地

方

税

電

子

申

告

シ

ス

テ

ム

（
e エ
ル

タ

ッ

ク

ス

L
T
A
X
）
を
利
用
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
次
の
手
続
き

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
電
子

申
告
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
は
、
主
に
事
業
所
や
税
理
士

事
務
所
な
ど
が
行
う
申
告
な
ど
が

対
象
で
す
。
個
人
で
電
子
申
告
す

る
場
合
は
、
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
（
e イ
ー

タ

ッ

ク

ス

―
T
a
x
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
利
用
で
き
る
手
続
き

︿
電
子
申
告
﹀

①
個
人
市
・
県
民
税
＝
給
与
支

払
報
告
書
、
特
別
徴
収
に
か

か
わ
る
異
動
届
出
書
な
ど

②
法
人
市
民
税
＝
中
間
申
告
、

確
定
申
告
、
修
正
申
告
な
ど

︿
電
子
申
請
﹀

①
個
人
市
・
県
民
税
＝
特
別
徴

収
義
務
者
の
所
在
地
・
名
称

変
更
届
出
書
な
ど

②
法
人
市
民
税
＝
法
人
設
立
・

設
置
異
動
届
出
書
な
ど

◎
利
用
日
時

　
毎
週
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
12

月
29
日
～
１
月
３
日
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
）

◎
利
用
に
必
要
な
準
備
・
手
続
き

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能

な
パ
ソ
コ
ン
や
I
C
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
な
ど
の
準
備
、
電
子
証

明
書
の
取
得
な
ど
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
な
お
、
税
理
士
関
与
の

電
子
申
告
に
は
、
納
税
者
の
電
子

証
明
書
は
不
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
e
L
T
A
X
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w

w
w
.e
lta
x
.

jp
/

）
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
地
方
税
電
子
申
告
シ
ス
テ

ム
（
e
L
T
A
X
）
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
際
に
利
用
が
多
い
と
思

わ
れ
る
、
給
与
支
払
報
告
書
提
出

事
業
所
及
び
税
理
士
事
務
所
な
ど

に
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
の
文
書

を
送
付
し
ま
す
。

◎
問
合
せ
　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
☎
７
５
７
︱
３
７
１
６

地
方
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム（

 エ
ル
タ
ッ
ク
ス

 
 

e
L
T
A
X
）

 

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す

　10月16日㈮・17日㈯、松代・松之山地域を中心に全国棚田サミットが開催されました。棚田サミットは、全国

約60の自治体が加盟する全国棚田（千枚田）連絡協議会が毎年加盟自治体で開催するもので、今回で15回目。市内

では初めての開催となりました。棚田を通じた地域振興を目的に開催された今回のサミットには、36都道府県か

ら1,940人が参加し、初日は基調講演や棚田の見学が行われたほか、２日目は５つの分科会に分かれて、棚田農業

について熱い議論が交わされました。閉会式では棚田サミット共同宣言が行われ、農村の豊かな緑と水、営みを守

り、安全・安心の環境を保全していくなど４つの宣言を行い、次回開催地の静岡県松崎町へとつないでいきました。

　
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
記
念
し
て

市
内
の
棚
田
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

マ
ッ
プ
に
載
せ
る
写
真
を
募
集
し
ま
す

の
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
条
件

：

現
存
し
て
い
る
市
内
の

棚
田
を
撮
影
し
た
作
品
で
、
未
発
表
の

カ
ラ
ー
写
真
。

◆
応
募
期
間

：

11
月
10
日
㈫
～
12
月
25

日
㈮

◆
応
募
方
法

：

撮
影
場
所
、
撮
影
年
月

日
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
た
任
意
の
用
紙
と
応
募

写
真
な
ど
を
同
封
し
て
、
郵
送
、
も
し

く
は
窓
口
へ
提
出
。

◆
応
募
規
定

：

①
プ
リ
ン
ト
４
つ
切

り
。（
デ
ジ
カ
メ
プ
リ
ン
ト
は
未
加
工

の
も
の
）
②
ほ
か
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
の

入
選
作
品
は
不
可
。
③
応
募
の
さ
い
は

ネ
ガ
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
、
ま
た
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
出
。

※
採
用
写
真
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し

ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◆
採
用
方
法

：

主
催
者
が
審
査
し
、
採

用
を
決
定
し
ま
す
。
採
用
者
に
は
22
年

２
月
末
ま
で
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

：

棚
田
サ
ミ
ッ
ト

実
行
委
員
会
（
農
林
課
内
〒
９
４
８
―

８
５
０
１
十
日
町
市
千
歳
町
３
―
３
）

ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
課

星峠の棚田。NHK大河
ドラマ「天地人」のオ
ープニングで使われる
ほどの、美しい棚田が
眼下に広がります

郷
土
料
理
で
歓
迎
す
る
地
元

の
人
た
ち

分
科
会
で
は
棚
田
の
現
状
や

新
し
い
取
り
組
み
が
発
表
さ

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
い

て
い
ま
し
た

閉会式では、棚田の大切
さを訴える寸劇で会場を

盛

り上げました

棚田会場に設置された棚田写真展。美しい四季の変化を見せる棚田の写真に見とれていました

棚
田
マ
ッ
プ
掲
載
用

写
真
を
募
集
し
ま
す

～棚田からのメッセージ～

第15回全国棚田（千枚田）サミット開催

未来へつなげ美しい郷土を
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子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成
21
年
度
版
）

執
行
停
止
と
な
り
ま
し
た

　
国
の
経
済
危
機
対
策
と
し
て
、
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
本
年
度
、
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
１
人
当
た
り
に
３
万
６
、０
０
０
円
を
全
額
国
費
で

支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
予
算
見
直
し
に
よ
り
執
行

停
止
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
市
で
も
事
業
を
停
止
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問合せ
福祉課子育て支援係
 ☎757-9169

支給対象者のみなさまへ

平成21年10月15日

厚生労働大臣　長妻 昭

お詫び
子育て応援特別手当（平成21年度版）の執行停止について

　皆様に、お詫びを申し上げなければならないことがござ

います。

　子育て応援特別手当（平成21年度版）に関しまして、そ

の趣旨を活かしつつ、より充実した新しい「子ども手当」

の創設など、子育て支援策を強力に推進するため、執行を

停止させていただくことといたしました。

　この子育て応援特別手当（平成21年度版）では、本年度

において小学校就学前３年間に属するお子様一人あたり、

３万６千円を支給することとなっていました。

　支給対象者の皆様をはじめ、多くの方々に大変なご迷惑

をおかけいたしましたことを心よりお詫び申し上げます。

　私どもといたしましては、安心して子どもを育てられる

社会の構築に向けて、より一層の努力を続けてまいる所存

でございます。

　今後ともご指導を賜りますよう何卒、宜しくお願い申し

上げます。

2014年問題と公共交通を考えるフォーラム
　市では、北陸新幹線の金沢延伸でほくほく線などが影響を受ける「2014年問題」と、公共交通の今後の

あり方を考えるフォーラムを開催します。

　フォーラム前半の基調講演では、「2014年問題」について深く掘り下げて共に理解を深め、後半では、住

民代表や交通関係者、市長が公共交通と地域の明日に向けたディスカッションを行う予定です。

　「2014年問題」は、内容を多くの皆さんに知ってもらうことや早期の対応が欠かせませんので、大勢の

皆さんの参加をお待ちしています。

◆日時　11月29日㈰　午後１時30分～４時
◆会場　クロス10　　　　　◆参加費　無料（事前申込み不要）　　　　　◆定員　180人
◆内容
　・2014年問題の概要
　・基調講演「2014年問題と地域公共交通の今後のあり方（仮題）」
　　　講師：川上洋司氏（福井大学大学院工学研究科教授）
　・パネルディスカッション「2014年問題と公共交通の活性化に向けて」
　　　パネリスト：西野文尚氏（東日本旅客鉄道㈱投資計画部部長）、大熊孝夫氏（北越急行㈱代表取締

役社長）、藤井正信氏（越後交通㈱乗合バス営業部部長）、柳　明美氏（松之山温泉　
鄙
ひな

の宿「千歳」若女将）、関口芳史十日町市長
　　　コーディネーター：川上洋司氏
◆問合せ　総合政策課企画政策係　☎757-3193

～中越大震災から５年～

　県内で最大震度７を記録した中越大震災から５年がたちました。市内では千歳町で震度６強、川西・中里で６弱、

松代・松之山で５強を観測し、９人が死亡、14,958件の住家被害をもたらしました。この震災の教訓を風化させず、

いっそうの防災意識の高揚を図るため、10月18日㈰、クロス10・キナーレ第２駐車場で市総合防災訓練を行いま

した。訓練には延べ500人が参加。震災犠牲者のめい福を祈り黙とうを行った後、市内で震度６強の地震が発生し

たという想定で訓練を開始しました。市が災害対策本部を設置し、自主防災会と連携しながら被害情報収集伝達訓

練を行ったほか、消防による救助訓練や医療機関による多数負傷者応急措置訓練など、緊迫した状況の中、本番さ

ながらの訓練が行われました。

 
避
難
所
や
道
路
、
水
道
な
ど
の
被
災
状
況

を
収
集
し
、
災
害
対
策
本
部
に
情
報
を
伝
え

ま
す
。
本
部
は
情
報
を
取
り
ま
と
め
、
適
切

な
処
置
を
講
じ
ま
す
。

 
多
数
負
傷
者
応
急
措
置
訓
練
で
は
、
避
難
所
で
赤
十
字
安
全
奉
仕

団
に
よ
る
応
急
措
置
や
、
重
傷
者
の
救
護
所
へ
の
移
動
を
行
い
ま
し

た
。
救
護
所
で
は
医
師
ら
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
︵
傷
病
者
の
治
療
優

先
度
決
定
︶
を
行
い
、
傷
病
者
の
手
当
て
を
し
ま
す
。

 
倒
壊
家
屋
救
助
訓
練
で
は
、
消
防
救
助

隊
に
よ
る
救
助
訓
練
や
、
自
主
防
災
会
と

の
連
携
に
よ
る
搬
送
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
災
害
救
助
犬
に
よ
る
要
救
助
者

捜
索
や
、
現
場
に
医
師
を
派
遣
し
救
命
率

の
向
上
を
図
る
ド
ク
タ
ー
ブ
ル
ー
の
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
地
元
自
主
防
災
会
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
で
は
、
消
防
隊
員

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
消
火
器
の
使
い
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。

新
潟
県
中
越
大
震
災

 

５
周
年
合
同
追
悼
式

　
10
月
23
日
㈮
、
ハ
イ
ブ
長
岡
（
長

岡
市
）
で
中
越
大
震
災
５
周
年
合
同

追
悼
式
（
新
潟
県
、
被
災
自
治
体
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
追
悼
式
に

は
、
遺
族
や
県
民
な
ど
６
５
０
人
が

参
加
。
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
行
っ
た

後
、
遺
族
・
来
賓
・
主
催
者
か
ら
献

花
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
は
、
長
岡
市
内
の
合
唱
団
に

よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は

犠
牲
者
の
め
い
福
を
祈
っ
て
い
ま
し

た
。

十日町市総合防災訓練を実施しました
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10
月
25
日
㈰
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
「
十
日
町
市
○ま
る
マ
ル○
ネ
ッ

ト
交
流
会
～
知
り
合
い
ま
せ
ん
か 

つ
な

が
り
ま
せ
ん
か 

市
民
活
動
～
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
や
子
育
て
、
防

災
、
農
業
な
ど
に
か
か
わ
る
市
民
グ
ル
ー

プ
同
士
が
、
情
報
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
目
指
し
て
、「
と
に
か
く
集
ま

っ
て
み
よ
う
」
と
市
民
団
体
の
有
志
を
含

め
た
実
行
委
員
会
で
企
画
・
開
催
し
た
も

の
。
昨
年
実
施
し
た
市
民
活
動
団
体
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
多
か
っ
た
「
他
団
体
と
情
報
交

換
し
た
い
」
と
い
う
声
が
も
と
に
な
っ
て

い
て
、
当
日
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら

52
団
体
・
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
○ま
る
マ
ル○
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
名
前
に
は
、「
み

ん
な
が
○ま
る

く
（
輪
に
）
な
っ
て
つ
な
が
り
、

十
日
町
市
全
域
の
活
動
が
○マ
ル

く（
円
滑
に
）

な
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
開
会
で
は
、
実

行
委
員
会
会
長

の
真
霜
和
彦
さ
ん

が
、「
い
き
な
り

何
か
の
結
果
を
求

め
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず

み
ん
な
が
顔
見
知

り
に
な
り
、
次
の

展
開
を
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

関
口
市
長
は
、「
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

て
連
携
を
進
め
、
新
し
い
公
共
空
間
の
あ

り
方
を
考
え
て
ほ
し
い
」と
続
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
ど
う
つ
な
ぐ
市
民
活
動
の

人
・
カ
ネ
・
情
報
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
実
施
さ
れ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

都つ

岐き

沙さ

羅ら

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
理
事

の
大
滝
聡
氏
（
村
上
市
）
と
、
三
条
市
経

済
部
地
域
経
営
課
地
域
振
興
係
長
の
五
十

嵐
玲
子
氏
（
三
条
市
）
に
よ
る
基
調
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
滝
氏
は
、こ
れ
ま
で
の
「
公
＝
行
政
」

と
い
う
考
え
か
ら
「
公
は
み
ん
な
で
つ
く

る
も
の
」
と
い
う
考
え
に
時
代
が
動
い
て

き
て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
、
中
間
支
援
組

織
の
重
要
性
を
実
例
を
あ
げ
な
が
ら
語
り

ま
し
た
。
五
十
嵐
氏
は
、
市
民
が
運
営
す

る
中
間
支
援
組
織
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
ん
じ
ょ

う
」
の
設
立
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
と
お

し
て
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
や
連
携

の
姿
が
み
え
て
き
た
と
報
告
。
数
多
く
話

し
合
う
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
１
子
育
て
・
支
え
合
い
、
２

イ
ベ
ン
ト
・
交
流
、
３
安
全
と
安
心
、
４

農
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
て
の
テ
ー
マ
交
流
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
紹
介
や
、
今
後
の
交
流
・
連
携

へ
の
期
待
や
課
題
に
つ
い
て
、
熱
心
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
交
流
で
は
、「
ほ
か
の
団
体
と
知

り
合
え
て
よ
か
っ
た
」「
こ
の
出
会
い
を
、

次
の
つ
な
が
り
に
生
か
し
た
い
」
と
、
話

し
合
い
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
実
行
委
員
の
渡
貫
文
人
さ
ん
が
、

「
だ
れ
か
に
何
か
を
し
て
ほ
し
い
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
で
や
る
こ
と
が
大
事
。
次

は
お
客
さ
ん
で
は
な
く
、
実
行
委
員
と
し

て
参
加
し
て
ほ
し
い
」と
結
ぶ
と
、会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

テーマ交流の発表をもとに全体で意見交換

講演する大滝氏（左）と五十嵐氏

　
10
月
９
日
㈮
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ

デ
ル
事
業
「
大
地
の
芸
術
祭
地
域
お
も
て

な
し
事
業
・
想
い
で
交
歓
会
～
次
な
る
ス

テ
ッ
プ
に
向
け
て
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
の
期

間
中
に
行
わ
れ
た
「
地
域
お
も
て
な
し
事

業
」
の
成
果
や
問
題
点
を
共
有
し
、
芸
術

祭
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
今
後
の
十
日
町

市
民
全
体
の
お
も
て
な
し
の
レ
ベ
ル
の
向

上
を
考
え
よ
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
。
当

日
は
、
同
事
業
に
取
り
組
ん
だ
67
団
体
の

う
ち
、
30
団
体
・
55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
想
い
出
と
し
て
①
印

象
に
残
っ
た
こ
と
・
良
か
っ
た
こ
と
②
問

題
点
・
課
題
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て

③
芸
術
祭
以
外
も
含
め
て
今
後
自
主
的
な

お
も
て
な
し
を
す
る
考
え
④
第
５
回
芸
術

祭
で
の
お
も
て
な
し
事
業
参
加
の
意
向
⑤

お
も
て
な
し
事
業
実
施
団
体
間
の
交
流
や

連
携
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
全
体
会
で
こ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
て
発
表

し
、
全
員
で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　「
情
報
不
足
、
勉
強
不
足
で
お
客
さ
ん

に
満
足
し
て
も
ら
え
な
い
点
も
あ
っ
た
」

「
あ
ま
り
に
忙
し
く
て
、
自
分
た
ち
が
作

品
鑑
賞
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
反
省

点
の
ほ
か
、「
来
訪
者
か
ら
喜
ん
で
も
ら

え
、
特
産
品
も
よ
く
売
れ
た
」「
お
客
さ

ん
や
作
家
を
と
お
し
て
、
地
域
の
新
し
い

交
流
も
生
ま
れ
た
」
と
い
う
成
果
も
多
く

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、「
次
回
も
取

り
組
み
た
い
」「
芸
術
祭
以
外
で
も
お
も

て
な
し
を
し
た
い
」
と
い
う
声
が
圧
倒
的

で
し
た
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
、「
上
乗

せ
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た

ほ
か
、「
補
助
金
は
立
ち
上
げ
る
た
め
の

一
時
金
。自
立
を
め
ざ
す
努
力
こ
そ
大
事
」

と
い
う
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
㈮
か
ら
17
日
㈯
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
第
15
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
の
一
つ
「
お
ら
ど
こ
の

棚や

ま

だ田
じ
ま
ん
」
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
内
に
は
、「
に
ほ
ん
の
里
１

０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
た
松
代
・
松
之
山

地
域
の
ほ
か
、
各
地
域
に
棚
田
や
沢
田
な

ど
、
先
人
か
ら
受
け
継
ぎ
長
い
年
月
に
わ

た
っ
て
守
っ
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
や
ま

田
」
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３

　
（
内
線
２
３
５
）

　
こ
う
し
た
、
こ
の
地
に
生
き
る
人
の
手

と
汗
で
人
知
れ
ず
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る

棚
田
や
沢
田
を
、
市
民
み
ん
な
の
財
産
と

し
て
認
識
し
次
代
に
継
い
で
い
く
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、「
写
真
」と「
ひ

と
こ
と
コ
メ
ン
ト
」
を
募
集
し
た
の
が
、

「
お
ら
ど
こ
の
棚や

ま

だ田
じ
ま
ん
」。

　
会
場
の
一
角
に
は
、
市
内
全
域
か
ら
応

募
さ
れ
た
28
件
の
写
真
と
コ
メ
ン
ト
が
展

示
さ
れ
、訪
れ
た
人
た
ち
は
足
を
止
め
て
、

熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
の
参
加
者
か
ら
は
、「
原
風

景
の
美
し
さ
を
後
世
の
た
め
に
残
し
て
く

だ
さ
い
」「
美
し
い
と
い
っ
て
も
棚
田
を

守
る
の
は
大
変
。
お
互
い
身
体
に
気
を
つ

け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」「
若
い
人
が
い

る
の
が
う
れ
し
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
」

な
ど
多
く
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　「
お
ら
ど
こ
の
棚や

ま

だ田
じ
ま
ん
」に
は
、「
２

日
間
の
展
示
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

も
っ
と
多
く
の
人
が
見
て
ほ
し
い
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ

ル
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
、
12
月
11

日
㈮
か
ら
25
日
㈮
に
か
け
て
、
情
報
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

写真とコメントに見入る参加者

和やかに進められたグループでの意見交換

動
い
て
い
ま
す

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

地
域
お
も
て
な
し
事
業

想
い
で
交
歓
会

芸
術
祭
お
も
て
な
し
想
い
出
と

こ
れ
か
ら
の
方
向
を
情
報
交
換

お
ら
ど
こ
の
棚や

ま
だ田
じ
ま
ん

全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で

人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

十
日
町
市
○ま

る

○マ
ル

ネ
ッ
ト

交
流
会

市
民
団
体
が
熱
く
交
流

10市報とおかまち『だんだん』平成21年11月10日号市報とおかまち『だんだん』平成21年11月10日号11

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
�



�
キ
ン
グ
ス
ク
�
ル
﹂

　
21
年
度
は
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
十
日

町
マ
ク
ロ
ビ
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
を
開
催

し
た
ほ
か
、
マ
ク
ロ
ビ
フ
ー
ド
コ
ン
シ
�

ル
ジ
�
資
格
取
得
コ
ー
ス
や
ミ
エ
ズ
レ
シ

ピ
特
別
セ
ミ
ナ
ー
、
ク
シ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（
初
級
）
十
日
町
特
別
コ
ー
ス
を
実
施
し

ま
し
た
。
20
年
度
は
地
元
飲
食
店
・
宿
泊

施
設
の
13
人
が
受
講
し
、
21
年
度
は
、
県

外
・
県
内
合
わ
せ
て
25
人
が
各
コ
ー
ス
を

受
講
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
決
定
！
十
日
町
の
自
然
・
食
・
温

泉
で
い
や
さ
れ
る
﹁
マ
ク
ロ
ビ
リ
セ
�
ト

＆
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
ツ
ア
�
in
十
日
町
﹂
ツ

ア
�

●
12
月
11
日
㈮
 
ま
つ
だ
い
農
舞
台
に
集

合
・
マ
ク
ロ
ビ
ラ
ン
チ
�
松
之
山
温
泉
和

泉
屋
へ
移
動
・
夕
食
︻
中
美
恵
さ
ん
お
勧

め
の
十
日
町
マ
ク
ロ
ビ
デ
ト
ッ
ク
ス
御

新潟DCのシンボルマーク

　新潟デスティネーションキャンペーン期間中、市や観光協会が実

施する観光誘客の特別企画を紹介します。今回は、十日町市のマク

ロビオティック事業です。

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

⑬
～十日町市マクロビオティック
　　　　　　　　　の紹介～

支出
5億1,087万円

収入
7億4,616万円

水道料金
7億4,002万円
99.2％

その他
（受取利息・手数料・雑収益）

614万円　0.8％

動力費　6,936万円　13.6％

減価償却費
 1億5,883万円
    31.1％

人件費
9,843万円
19.3％

支払利息　6,511万円　12.7％

委託料
4,330万円
8.5％

その他
1,397万円
2.7％

各種手数料
1,512万円
2.9％

資産減耗費  4,675万円  9.2％

収  入　6億1,617万円

支  出
11億451万円

補償金　3,490万円　5.6％

企業債
5億6,200万円
91.1％その他

791万円
0.7％

加入金　1,090万円　1.9％

企業債償還金
5億8,351万円
52.8％

配水管布設・
布設替工事
1億6,235万円
14.7％

耐震化工事
3億2,585万円
29.5％

負担金
837万円
1.4％

損益勘定留保資金など
　　4億8,834万円

※収入が支出に対して不足す
　る額は、減価償却費などの
　留保資金で補てんします。

※収入が支出に対して不足す
　る額は、減価償却費などの
　留保資金で補てんします

施設改良工事
2,489万円
2.3％

支出
2億5,462万円

収入
3億7,118万円

給水収益
3億7,001万円
99.7％

その他
117万円
0.3％

動力費　3,634万円　14.3％

減価
償却費
 8,421万円
33.1％

人件費
5,294万円
20.8％

支払利息
2,287万円
9.0％

委託料
1,816万円
7.1％

その他
1,539万円
6.0％

修繕費　2,471万円　9.7％

平成20年度水道事業決算と平成21年度上半期の業務状況をお知らせします。
■問合せ＝上下水道局事務係　☎757-3115（内線93）

（業務量）

１.　給水栓数

２.　年間総給水量

３.　一日平均給水量

４．主な建設改良事業

　　・配水管布設及び布設替工事

　　・施設改良工事

………………………12,153栓

………………3,688,650㎥

………………10,106㎥

……33件

……………………６件

資本的収入及び支出

収益的収入及び支出

21年度上半期の業務状況

20年度決算

※給水栓数は調定件数（平均）です
※給水量は、調定水量です

給水業務量の状況
平成21年４月１日〜９月30日

損益計算書
平成21年４月１日〜９月30日

区分
21年度

上半期

20年度

上半期

比　　較

増　減 比率（％）

給水栓数（栓） 12,218 12,120 98 0.81

給
水
量

総　量（㎥）1,842,491 1,868,221 △25,730 △1.38

一日平均（㎥） 10,068 10,209 △141 △1.38

※消費税相当分を
　除いて表示

水道事業のお知らせ水道事業のお知らせ水道事業のお知らせ

〔税抜〕

〔税込〕

■
十
日
町
市
と﹁
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
�
�
ク
﹂

　﹁
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
�
ッ
ク
﹂
と
は
、
も

と
も
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
生
み
出
さ
れ
た

﹁
偉
大
な
生
活
﹂
や
﹁
長
生
き
﹂
と
い
う

意
味
に
基
づ
く
健
康
と
長
寿
を
表
す
言
葉

と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。﹁
大
き

さ
、偉
大
さ
﹂
を
意
味
す
る
マ
ク
ロ
と
﹁
生

命
﹂
を
意
味
す
る
ビ
オ
ス
、﹁
術
﹂﹁
論
﹂

を
意
味
す
る
テ
�
ッ
ク
を
複
合
し
た
言
葉

が
﹁
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
�
ッ
ク
﹂
で
す
。
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
�
ッ
ク
の
食
事
法
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
一
つ
の
も
の
を
丸
ご
と
食
べ
る

と
い
う
﹁
一
物
全
体
﹂
と
、
自
分
の
生
ま

れ
育
�
た
土
地
か
ら
産
す
る
穀
物
や
野
菜

を
食
す
る
﹁
身
土
不
二
﹂
で
あ
り
、
こ
の

二
つ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
食

事
は
、
主
食
（
玄
米
）
＋
副
菜
＋
汁
も
の

を
基
本
と
し
た
伝
統
的
な
日
本
食
が
基
本

で
、﹁
全
粒
穀
物
、
旬
の
野
菜
、
豆
類
、

海
藻
類
﹂
が
主
体
の
食
材
構
成
で
す
。
特

に
、
精
製
さ
れ
て
い
な
い
塩
や
発
酵
食
品

の
味
噌
・
醤
油
・
納
豆
・
漬
物
は
、
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
�
ッ
ク
食
で
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
食
材
で
す
。

　
市
で
は
、
安
心
・
安
全
な
食
材
（
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
旬
の
地
物
の
野
菜
・
豆

な
ど
）
を
使
用
し
て
、﹁
十
日
町
市
の
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
�
ッ
ク
食
﹂
を
提
供
で
き
る

飲
食
店
、
宿
泊
施
設
の
育
成
を
目
指
し
て

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

■
平
成
20
・
21
年
度
開
催
事
業
 
十
日
町

市
で
学
べ
る
﹁
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
�
�
ク
ク

膳
︼
�
ナ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
︻
呼
吸
法
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
︼

●
12
月
12
日
㈯
 
朝
食
︻
十
日
町
食
材
を

使
�
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
�
ッ
ク
デ
ト
ッ
ク

ス
メ
ニ
ュ
ー
の
朝
食
︼
�
ま
つ
だ
い
芝
峠

温
泉
雲
海
へ
移
動
︻
中
美
恵
さ
ん
の
マ
ク

ロ
ビ
料
理
教
室
と
ラ
ン
チ
︼
と
︻
十
日
町

市
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
受
講
者
・
関
係

者
と
の
交
流
会
︼
�
ナ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

︻
め
い
想
、
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
レ
メ
テ
�
体

験
（
シ
�
ウ
ガ
湿
布
）︼

●
12
月
13
日
㈰
 
朝
食
︻
十
日
町
食
材
を

使
�
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
�
ッ
ク
デ
ト
ッ
ク

ス
メ
ニ
ュ
ー
の
朝
食
︼
�
初
冬
の
松
之
山

美
人
林
を
散
策
�
ま
つ
だ
い
農
舞
台
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
移
動
︻
中
美
恵
さ
ん
の
マ
ク
ロ

ビ
セ
ミ
ナ
ー
と
ラ
ン
チ
︼・
解
散

●
参
加
コ
�
ス

２
泊
３
日
コ
ー
ス
（
12
月
11
日
�
13
日
）

１
泊
２
日
コ
ー
ス
（
12
月
12
日
・
13
日
）

※
各
コ
ー
ス
と
も
定
員
10
�
20
人

●
ツ
ア
�
代
金
（
１
人
当
た
り
）

︿
大
阪
発
着
﹀
２
泊
３
日

：

11
万
９
、
０

０
０
円 

／
１
泊
２
日

： 

９
万
７
、
０
０

０
円
、︿
東
京
発
着
﹀２
泊
３
日

：
10
万
８
、

０
０
０
円 

／
１
泊
２
日

：
８
万
５
、
０

０
０
円
、︿
ま
つ
だ
い
駅
発
着
﹀
２
泊
３

日

：

８
万
７
、
０
０
０
円 

／
１
泊
２
日

：

６
万
５
、
０
０
０
円

■
申
込
み
・
問
合
せ
　
市
観
光
協
会

 
 
 
 
 
 
 
☎
７
５
７

�

３
３
４
５
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里山・里海をつなぐ狼
のろし

煙リレー

チカラシバ

　西方集落は、国道353号から清津

川を渡り、市道を上った山間の集

落です。平成18年豪雪では、雪崩

の危険から避難指示が出たこともあ

り、現在の住人は２人へ激減しまし

た。しかしながら、そこはかとなく

漂う集落内の空気に、懐かしさや暖

かさ、そして緩やかな時の流れが感じられます。これ

は住人だけでなく、それまで住んでいた人たち数人が

集落に通って農業を行い、集落内の草刈りなどの手入

れを皆さんで一生懸命協力して行っていることにあ

るのかもしれません。区長の桑原伯
のり

吉
よし

さんは、「人数

が少なくて行

事が大変です

が、みんな西

方に愛着があ

るから必ず来

てくれます」

と話していま

した。

　　

　市では、地域活性化のため支援活動を行ってもらえる

人を都市圏から公募してきました。そして、10月１日

付けで中里地域に配置された「地域おこし協力隊員」を

紹介します。

 中
なか

島
じま

　志
し

野
の

さん（32歳）（写真左）

巧みなバチさばきで観客を魅了していました

　震災復興や里山・里海の再生、歴史資源

の掘り起こしなどを目的としてスタートし

た「にいがた狼煙プロジェクト」（にいが

た狼煙プロジェクト実行委員会主催）。３回

目となる今年は10月17日㈯に行われ、松

代地域からは松代城・蓬平城・室野城が参

加しました。松代区長の中村昭次さんは、

「毎年参加していますが、今年の狼煙は天

候にも恵まれて満足しています。このリレ

ーを通じて、城山に親しみを感じ、上杉謙

信が袈
け

裟
さ

を掛けたといわれる“袈裟掛けの

松”などの山城の謎を解き明かしてもらい

たいと思っています」と話していました。

　
10
月
11
日
㈰
、
ま
つ
だ
い
駅
前
広
場
を

メ
ー
ン
会
場
に
「
ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ

り
in
ま
つ
だ
い
」
が
開
催
さ
れ
、
約
６
、

０
０
０
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
沿
線
住

民
の
よ
さ
こ
い
演
舞
と
特
産
品
の
そ
ば

で
、
沿
線
市
町
村
や
観
光
客
を
結
び
、
元

気
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た

　

秋
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ネ
科
の
植
物
が
、
穂
を
出
し
実
を
つ
け

て
は
繁
殖
を
し
よ
う
と

競
い
合
い
ま
す
。
本
家

本
元
の
イ
ネ
も
穂
を
そ

ろ
え
、
今
年
も
豊
作
を

約
束
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

道
ば
た
に
ブ
ラ
シ
を

立
て
た
よ
う
に
し
て
混

み
合
っ
て
立
っ
て
い
る

一
団
は
、
チ
カ
ラ
シ
バ
︵
力
芝
︶
で
、
ミ

チ
シ
バ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
茎
や
葉

が
強
く
張
っ
た
根
に
守
ら
れ
、
引
き
抜
こ

う
と
し
て
も
抜
け
な
い
こ
と
か
ら
力
芝
の

名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ナ
ギ

と
い
う
木
の
葉
も
強
く
、
弁
慶
さ
ん
で
も

引
き
ち
ぎ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ
う

に
チ
カ
ラ
シ
バ
︵
力
柴
︶
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
暖
地
の
も
の
で
す
。

　

穂
が
出
な
い
う
ち
に
刈
っ
て
乾
燥
さ
せ

た
チ
カ
ラ
シ
バ
の
葉
を
使
い
、
ぞ
う
り
や

わ
ら
じ
を
作
る
人
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
わ
ら
の
も
の
よ

り
も
丈
夫
で
見
た
目
に
も
美

し
く
、
細
か
い
く
ず
が
出
な

い
と
い
う
こ
と
で
珍
重
が
ら

れ
た
と
い
い
ま
す
。
郷
土
の

民
芸
品
と
し
て
復
活
さ
せ
て

活
動
し
て
い
る
地
域
も
あ
る

よ
う
で
す
。
密
生
し
た
毛
を

こ
き
取
り
、
鼻
の
下
に
当
て
て
ひ
げ
に
し

て
、
﹁
エ
ヘ
ン
﹂
と
言
っ
て
威
張
っ
て
遊

ん
だ
の
は
昔
の
こ
と
。
路
傍
の
草
も
見
方

を
変
え
れ
ば
懐
か
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　

︵
文
と
写
真　

高
橋
八
十
八
︶

代
商
店
街
通
り
パ
レ
ー
ド
会
場
で
、
５
時

間
に
わ
た
っ
て
熱
気
あ
ふ
れ
る
よ
さ
こ
い

演
舞
を
披
露
。
ま
た
、
同
会
場
で
行
わ
れ

た
そ
ば
ま
つ
り
に
は
、
市
内
の
味
自
慢
７

店
が
出
店
し
、
昼
食
時
に
は
お
目
当
て
の

そ
ば
を
食
べ
よ
う
と
す
る
人
た
ち
で
大
行

列
で
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
品
田
靖
さ
ん
（
松
代
・

51
歳
）
は
、「
来
場
し
た
お
客
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
よ
さ
こ
い
演
舞
に
出
演
し
た
各

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
も
、�
来
て
良
か
っ

た
。
ま
た
来
た
い
な
�
！
�
と
思
っ
て
も

ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
く
ほ
く
線
発
祥
の

地
・
松
代
か
ら
、
自
分
た
ち
の
鉄
道
を
思

う
気
持
ち
が
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

ほくほく線
元気まつり

こ
の
イ
ベ
ン

ト
も
今
年
で

５
回
目
。
市

内
外
か
ら
参

加
し
た
17
チ

ー
ム
約
４
０

０
人
は
、
駅

前
の
芝
生
ス

テ
ー
ジ
と
松

松代商店街通りでのパレード演舞

毎年好評のそばまつり

10時45分、狼煙に点火（松代城山）

YOSAKOI
& SOBA

FESTIVAĹ 09
第５回

　
10
月
17
日
㈯
の
夕
暮
れ
時
、
中
里
総
合

セ
ン
タ
ー
で
「
空
想
～
千
夜
一
夜
物
語
」

（
震
災
フ
�
ニ
ッ
ク
ス
実
行
委
員
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

震
災
か
ら
の
心
の
復
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、
生
演
奏
を
間
近
で
聴
け

る
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
の
物
語
の
朗
読
と
、

マ
リ
ン
バ
や
多
様
な
打
楽
器
の
演
奏
で
構

成
さ
れ
た
音
楽
物
語
で
、
物
語
と
演
奏
が

交
互
に
展
開
。
語
り
手
に
よ
る
深
み
の
あ

る
落
ち
着
い
た
声
で
進
む
物
語
と
、
2
人

の
マ
リ
ン
バ
・
打
楽
器
奏
者
が
奏
で
る
ス

リ
リ
ン
グ
な
「
リ
ベ
ル
・
タ
ン
ゴ
」
や
「
赤

と
ん
ぼ
」、「
剣
の
舞
」、「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・

グ
レ
イ
ス
」
な
ど
世
界
各
地
の
名
曲
が
観

客
を
一
時
の
空
想
旅
行
の
世
界
へ
と
い
ざ

な
い
ま
し
た
。
観
客
の
皆
さ
ん
は
、
マ
リ

ン
バ
の
鍵
盤
か
ら
流
れ
る
優
し
く
ゆ
っ
た

り
し
た
リ
ズ
ム
や
、
打
楽
器
を
組
み
合
わ

せ
た
軽
快
で
体
ま
で
響
く
演
奏
に
、
１
曲

１
曲
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
観
客
の
一

人
、遠
田
紀
美
子
さ
ん
（
田
沢
本
村
）
は
、

「
音
楽
と
物
語
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
コ
ン

サ
ー
ト
は
珍
し
い
の
で
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
来
ま
し
た
。
物
語
の
世
界
に
い
っ

し
ょ
に
入
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
し

た
。
聴
き
に
来
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
興

奮
冷
め
や
ら
ぬ
様
子
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

震
災
か
ら
立
ち
上
が
る
文
化
の
祭
典

　
空
想
〜
千
夜
一
夜
物
語

　中島さんは、神奈川県横浜市の出身。同出身で１年前

から農業研修で十日町市に来市していた人と結婚し、９

月に十日町へＩターンしてきました。まだまだ中里地域

のことはほとんど分からないとのことですが、明るさと

やる気で一日も早く中里地域に溶け込もうと頑張ってい

ます。

地域おこし協力隊員がやってきました!
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チャレンジチャレンジ

事故のないよう安全運転で
◯53

みかんの皮の利用法

8

市民生活課環境政策室　☎757-3740

53

問合せ
健康支援課成人保健係
☎757-9764（直通）

　みかんのおいしい季節になりました。たくさん実を食べた後に残

るのが大量の皮。でも、残った皮も捨てないで！いろいろな利用法

があります。

○湯のみの茶渋取り

　みかんの皮の表側に塩を付けてこするだけ！

○電子レンジの汚れ取り

　みかんの皮を電子レンジに入れ、弱で１〜２分加熱すると、汚れ

が落ちやすくなります。

○シンク掃除

　みかんの皮で台所のシンクを磨くとピカピカになります。

○グリル掃除

　魚を焼くとき、グリルの水受けの中にみかんの皮を２〜３個分入

れておくと、洗剤を使わなくても油がきれいに落ちます。

○みかん湯

　干したみかんの皮を、ガーゼなどに包んで風呂に浸し、みかん湯

を楽しみましょう。体がポカポカ温まります。

　みかんを食べるとき、白いスジをきれいに取り除いたり、袋をむいて果肉だけを食べたりしている
人もいるのではないでしょうか。でも実は、このスジや袋にも食物繊維などの栄養素がいっぱい。み
かんを食べるときは、スジや袋もいっしょに食べるのがおすすめです。ただ、みかんには体を冷やす
作用があるので、食べ過ぎには注意しましょう。

　
主
に
、砂
利
や
土
を
ダ
ン
プ
で
運
搬
し
て
い
ま
す
。

冬
に
は
除
雪
作
業
も
行
い
ま
す
が
、
今
の
仕
事
を
始

め
た
の
は
今
年
の
３
月
な
の
で
、
除
雪
を
す
る
の
は

初
め
て
。朝
が
早
い
の
が
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す（
笑
）。

普
段
心
が
け
て
い
る
の
は
安
全
運
転
で
す
ね
。
ダ
ン

プ
は
と
て
も
大
き
い
の
で
、
一
般
の
車
や
バ
イ
ク
、

歩
行
者
な
ど
に
注
意
し
、
絶
対
に
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
車
が
好
き
で
、
休
み
の
日
は
車
い
じ
り
を
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。友
人
に
も
車
好
き
が
多
く
て
、

い
っ
し
ょ
に
車
の
話
を
し
た
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
た
り
し
て
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
今
、
熱
中
し
て

い
る
の
は
一
輪
車
。
小
学
４
年
の
と
き
、
県
外
で
行

わ
れ
た
全
国
大
会
を
見
て
感
動
し
た
の
が
競
技
を
始

め
た
き
っ
か
け
で
す
。
練
習
を
重
ね
て
、
ま
ず
は
来

年
５
月
に
行
わ
れ
る
全
日
本
一
輪
車
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
出
場
し
、
そ
の
後
11
月
に
開
催
さ
れ
る
１
０
０
㎞

マ
ラ
ソ
ン
の
記
録
会
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
１
０
０
㎞
完
走
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

小杉　健太 さん
1987年生

㈱長谷川砂利勤務

先月の春川瑞穂さんからのバトンタッチ。

福崎 聖空
    ちゃん

ふくざき　せらちゃん
平成19年９月５日生まれ
馬場３　　　（写真左）

 歌が得意で、保育園で覚えた歌をおうちでも歌いま
す。るいとお兄ちゃんが大好きなせらちゃん。ときど
きケンカもするけど、いっしょにブロックで遊んだり、
おさんぽに出かけたり、毎日仲良くにぎやかです。

根津 郁美
    ちゃん

ねつ　いくみちゃん
平成19年３月30日生まれ
本町３　　　（写真右）

 好奇心おう盛で元気いっぱいないくみちゃんは、踊
りがとっても上手。妹のあすかちゃんといっしょにテ
レビを見ながら、歌にあわせて楽しく踊ります。ドラ
イブが好きで、みんなでお出かけするのが大好きです。

　
日
本
で
は
、
40
歳
以
上
の
３
人
に

１
人
が
糖
尿
病
ま
た
は
そ
の
予
備
群

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
食
べ
過
ぎ
を
防
ぎ
、
運

動
不
足
を
解
消
す
る
な
ど
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
で
血
糖
値
は
改
善

で
き
、
糖
尿
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
市
の
総
合
計
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
と
、
約
７
割
の
人
が
食

事
に
気
を
配
っ
て
い
る
反
面
、
週
に

１
日
も
運
動
し
て
い
な
い
人
が
約
５

割
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
と
お
か
ま
ち
21
（
市
の
健
康

増
進
計
画
）
で
は
、１
週
間
に
２
回
、

30
分
以
上
の
運
動
を
す
る
人
の
割
合

を
高
め
る
こ
と
を
目
標
（
平
成
18
年

度

：

27
％
↓
平
成
23
年
度

：

35
％
）

 

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

適
度
な
運
動
で
糖
尿
病
予
防　

運
動
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
高

め
、
血
糖
値
を
下
げ
る
の
に
役
立
ち

ま
す
。
激
し
い
運
動
で
は
な
く
、
ウ

�
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を

続
け
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。ま
た
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
筋
肉
へ
の
糖
の
取
り
込

み
や
基
礎
代
謝
が
高
ま
り
、
太
り
に

く
い
体
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

 

運
動
の
効
果

に
掲
げ
、
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
糖

尿
病
予
防
の
た
め
の
運
動
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
週
３
回
以

上
、
で
き
れ
ば
毎
日
行
う
と
効
果

的
○
き
つ
過
ぎ
ず
、
楽
過
ぎ
な
い
、
少

し
汗
ば
む
程
度
が
目
安

○
空
腹
時
と
食
直
後
は
避
け
、
食
後

１
～
２
時
間
後
に
行
う

○
運
動
前
後
は
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を

ほ
ぐ
し
、
け
が
を
防
ぐ

○
持
病
が
あ
る
人
は
、
事
前
に
主
治

医
に
相
談
し
て
か
ら
始
め
る

 

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

　
糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
・
療
養
を

呼
び
か
け
る
日
と
し
て
、
11
月
14
日

㈯
は
世
界
各
地
の
名
所
が
ブ
ル
ー
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
の
活
動
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
ブ
ル
ー
サ
ー

ク
ル
に
ち
な
ん
で
行
う
も
の
で
す
。

市
内
で
も
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
の
ツ
リ
ー
、
コ
モ
通
り
、
駅
通
り

な
ど
が
ブ
ル
ー
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
�

ン
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
糖
尿
病
へ
の
関
心

を
高
め
、
予
防
・
改
善
の
た
め
の
生

活
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
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ピラミッドから笹山遺跡を考える

メイドinとおかまちが大集合！

　10月24日㈯・25日㈰、キナーレ・クロス10で十日町産業フェスタ
2009が開催されました。飲食店をはじめ、製造業や建設業など市内
の産業が一堂に会したこのイベントにはおよそ60の企業・団体が参
加。各社工夫を凝らしたブースを展開し、多くのお客さんを呼び込ん
でいました。クロス10では、特別企画として北朝鮮拉致被害者で新
潟産業大学専任講師の蓮池薫さんの講演会が開催されました。また、
ブロードバンドと地デジの普及イベント「とおかまちICTフェスタ」
も同時開催され、双子のお笑いコンビ「ザ・たっち」による地デジ説
明会やTV女子アナウンサーによる地デジPR、講談師の神田紅さんに
よるデジタル化の必要性とメリットを分かりやすく訴えるステージシ
ョーも行われ、会場は終始大勢の人でにぎわっていました。

　笹山縄文遺跡の国宝指定10周年を記念して、「ピラミッド
から笹山遺跡へ―縄文文明を考える―」と題した講演会が
10月31日㈯、中条小学校体育館で開催されました。講師は
世界的な考古学者の吉村作治教授（サイバー大学学長）で、
市内中条出身の樋口美

み ま

作
さ く

サイバー大学客員教授の縁で実現し
ました。ハイテク技術を駆使したエジプトでの発掘調査の様
子などを、テレビでおなじみの軽妙な語り口で紹介し、また、
国宝のレプリカに手を触れながら、「これだけのものを作る
には、1,000人規模の集落と考えるのが普通。発掘を広げれ
ば次から次へと出てきます」と話しました。

身
近
に
エ
コ
を
考
え
よ
う 

環
境
フ
ェ
ア

　

11
月
１
日
㈰
、
キ
ナ
ー
レ
で
環
境
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
不
用
品
代
理

販
売
会
や
エ
コ
商
品
な
ど
の
展
示
・
販
売
、
布

ぞ
う
り
教
室
や
飲
料
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
工

作
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
、
家
族
連

れ
な
ど
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
午

前
と
午
後
の
２
回
行
わ
れ
た
布
ぞ
う
り
教
室
に

は
多
く
の
受
講
者
が
集
ま
り
、
講
師
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
作
業
に
集

中
。
ま
た
、
十
日
町
市
民
環
境
会
議
の
活
動
紹

介
も
行
わ
れ
、
会
員
た
ち
は
来
場
者
に
環
境
保

全
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
妻
有
地
域
の
そ
ば
店
16
店
舗
が
集

結
し
、
地
元
新
そ
ば
粉
を
使
用
し
た

小
盛
り
そ
ば
の
食
べ
比
べ
が
で
き
ま

す
。
１
人
で
何
種
類
食
べ
ら
れ
る
か

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
11
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
３
時
●
会
場
＝
キ
ナ
ー

レ
●
入
場
料
＝
無
料
（
そ
ば
は
１
杯

３
０
０
円
）
●
問
合
せ
＝
妻
有
「
地

そ
ば
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会
（
☎
７

５
７
―
５
２
１
４
）

そ
ば
王
国
越
後
十
日
町

地
そ
ば
ま
つ
り

第
３１
回
十
日
町
・
新
雪

ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

家
族
介
護
教
室
・

　
　
　
介
護
者
交
流
事
業

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
＝
22
年
１
月
２
日
㈯
午
前
８

時
～
９
時
30
分
受
付
・
10
時
～
開
会

式
・
10
時
30
分
一
斉
ス
タ
ー
ト
●
集

合
場
所
＝
十
日
町
中
学
校
●
参
加
費

＝
一
般
２
、
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
、
０
０
０
円
●
種
目
＝
３
㎞
・

５
㎞
・
10
㎞
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
各

男
女
別
）
※
年
齢
別
な
し
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
11
月
30
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
、
申
込
み
用
紙
（
問
合
せ
先
に

配
置
）
に
参
加
費
を
添
え
て
〒
９
４

８
―
０
０
７
２
十
日
町
市
西
本
町
１

市
総
合
体
育
館
（
☎
７
５
２
―
４
３

７
７
）

十
日
町
地
区

合
同
就
職
面
接
会

双
子
ち
ゃ
ん
の

親
子
の
つ
ど
い

　
双
子
の
育
児
で
日
ご
ろ
感
じ
て
い

る
こ
と
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
同
じ
経
験
を
持
つ
親
同
士
で
情

報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。
出
産
予
定

の
妊
婦
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

　
十
日
町
地
区
雇
用
協
議
会
と
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
十
日
町
で
は
、
人
材
確
保

を
望
む
企
業
と
就
職
活
動
中
の
皆
さ

ん
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
●
日

時
＝
11
月
24
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

（
受
付
開
始
１
時
）
●
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
【
参
加
企
業
も
募
集
中
！
】
多

く
の
企
業
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

●
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

（
☎
７
５
７
―
２
４
０
７
）

　縄文人は、カラムシや麻などの植物の繊維を編

んで、布や衣服を作っていました。２回目の子ど

も博物館では、このアンギン編みでコースターを

作ります。また、アンギン服（複製）の着用体験

も行います。

●日　時：12月12日㈯

　　　　　午後１時30分〜４時30分

　　　　　（受付は１時15分〜）

●対　象：小学４〜６年生

●定　員：先着10人

●参加費：500円（材料費）

※申込み後に参加できなくなった場合は、早めに

連絡してください

※動きやすく汚れてもいい服装で来てください

●申込み・問合せ

　11月28日㈯までに、学校で配られた申込書と

　参加費を博物館（☎757-5531）へ

平成21年度　子ども博物館Ⅱ

縄文体験「アンギン編み」

●
日
時
＝
11
月
29
日
㈰
午
後
６
時
30

分
～
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝
▼
シ
ン

グ
ル
券

：

中
学
生
以
上
１
、
５
０
０

円
（
当
日
２
、
０
０
０
円
）、
３
歳

に
お
勧
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
●

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
30
分

～
８
時
30
分
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝

１
回
５
０
０
円
●
持
ち
物
＝
あ
れ
ば

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
）、
飲
み
物
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
川
崎
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）（
☎
０
９
０
―
５
４
４
２

―
０
９
２
２
）

夜
の
ヨ
ガ
ク
ラ
ス

　
ヨ
ガ
を
本
格
的
に
始
め
る
前
の
人

や
体
が
ち
ょ
っ
と
か
た
い
人
な
ど

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
・
対
策

や
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
を

講
演
や
演
劇
で
学
び
ま
す
。
●
日
時

＝
11
月
20
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
●
会
場
＝
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ

と
会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝

講
演
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
」
鈴
木
善
幸
氏
（
県
立
松
代
病
院

院
長
）、
演
劇
「
住
み
慣
れ
た
町
で

い
つ
ま
で
も
」（
出
演

：

介
護
予
防

劇
団
ひ
ま
わ
り
座
）
●
問
合
せ
＝
地

とおかまち市民楽校
はぐくみのまちづくり運動
・絵本を語る会編

　大人と子どもがいっしょに読書の楽

しさを感じ、考え、語り合います。

◎日　時　11月29日㈰
　　　　　午後１時〜３時30分

◎会　場　絵本と木の実の美術館
　　　　　（鉢・旧真田小学校）

◎参加費　無料

◎定　員　先着50人

◎内　容　絵本作家・田島征三さんの
トーク、絵本の読み聞かせ

コーナーなど

※寒い時期ですので、暖かい支度をし

てきてください

◎申込み・問合せ
　生涯学習課　☎757-8918

さ
い
。
●
日
時
＝
11
月
30
日
㈪
午
前

10
時
～
11
時
30
分
●
会
場
＝
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」
●
参
加

費
＝
無
料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11

月
25
日
㈬
ま
で
に
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
７
５
７
―
９
１
６
９
）

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
社
協
と
お
か

ま
ち
（
☎
５
９
７
―
３
８
０
５
）
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お
と
ぎ
工
房
の
仲
間
達
展

▼
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
取
材
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
訪
れ
た
星
峠
の
棚
田
は
、
写
真
映

え
す
る
ベ
ス
ト
な
時
期
で
な
い
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
と
て
も
美
し
く
眼
下
に
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ー
ン
に
使
わ
れ
て
い
る

棚
田
を
一
望
で
き
る
位
置
に
立
つ
と
、
黄
金

色
の
ス
ス
キ
が
さ
ら
さ
ら
揺
れ
る
音
の
み
が

聞
こ
え
、
先
人
の
知
恵
と
美
が
集
約
し
た
情

景
を
前
に
、
現
代
人
が
忘
れ
て
い
る
何
か
が

そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま
し
た
。

▼
ド
ラ
マ
天
地
人
も
舞
台
を
越
後
か
ら
山
形

に
移
し
、
い
よ
い
よ
佳
境
に
差
し
掛
か
り
ま

す
。義
と
仁
愛
を
貫
き
、常
に
家
臣
と
民
を
思

い
行
動
し
た
兼
続
。
多
く
の
田
畑
を
開
墾
し

た
と
も
聞
き
ま
す
。棚
田
も
き
っ
と
、兼
続
の

さ
い
配
で
今
の
姿
に

な
っ
た
と
想
像
す
る

と
、
余
計
に
親
し
み

が
わ
き
ま
す
。

(ふ)

寄付ありがとう
10月25日届出分まで(敬称略)

●とおかまち応援寄附金へ＝小林勝

治（東京都世田谷区）河合洋（神

奈川県川崎市）鈴木一司（東京都

板橋区）日垣映里子（神奈川県横

浜市）山下穣（東京都小金井市）

福原賢一（神奈川県横浜市）古沢

保典（香川県高松市）

●交通遺児等援助基金へ＝十日町高

等学校定時制生徒会（40,312円）

十日町地区交通安全協会吉田支部

（100,000円）

●情報館へ＝大島康広（水野町）川

田増夫（大黒沢１）本田松一（本

町西１）関口忠邦（新潟市）相沢

一男（埼玉県上尾市）大渕新聞店

（下条栄町）日本雪工学会上信越

支部（柏崎市）㈶中国残留孤児援

護基金（東京都港区）

●博物館へ＝関口鈴子（宮下町東）

千
手
温
泉
千
年
の
湯

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

中
継
局
が
開
局
し
ま
す

　
県
内
の
テ
レ
ビ
放
送
事
業
者
で

は
、
２
０
１
１
年
７
月
の
ア
ナ
ロ
グ

放
送
終
了
に
向
け
て
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
中
継
局
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
と
、
隣
接

す
る
小
千
谷
市
で
は
、
12
月
上
旬
に

２
局
の
中
継
局
が
開
局
す
る
予
定
で

す
。
す
で
に
遠
方
の
中
継
局
な
ど
で

受
信
し
て
い
る
場
合
、
開
局
す
る
最

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

青色申告決算書の
作成方法を説明します
　十日町税務署では、所得税の青色申告決算

書の作成方法について、下表のとおり説明会

を開催します。都合の良い会場に参加してく

ださい。

　
労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
各
種
給
付
金
の
ほ
か
、

雇
用
の
安
定
の
た
め
に
事
業
主
に
支

給
さ
れ
る
助
成
金
な
ど
の
支
援
制
度

も
設
け
ら
れ
て
い
て
、
労
働
者
は
も

１１
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

慰
霊
友
好
親
善
事
業

（
追
加
事
業
）
の
お
知
ら
せ

　
戦
没
者
の
遺
児
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
旧
戦
域
で
慰
霊
追
悼
を
行
い
、

地
域
住
民
と
友
好
親
善
を
図
り
ま

す
。
日
程
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
●
実
施
地
域
＝
西

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

中
国
●
申
込
み
＝
㈶
新
潟
県
連
合
遺

族
会
（
☎
０
２
５
―
２
２
３
―
５
４

０
１
）
●
問
合
せ
＝
㈶
日
本
遺
族
会

事
業
課
事
業
係
（
☎
０
３
―
３
２
６

１
―
５
５
２
１
）

●
期
間
＝
11
月
30
日
㈪
～
12
月
５
日

㈯
●
問
合
せ
＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯

（
☎
７
６
８
―
２
９
８
８
）

　
11
月
15
日
㈰
～
21
日
㈯
は
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

で
す
。
期
間
中
は
、
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の
人
権
に
関
す

る
電
話
相
談
を
法
務
局
職
員
ま
た
は

人
権
擁
護
委
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

●
電
話
番
号
＝
０
５
７
０
―
０
７
０

―
８
１
０
●
受
付
時
間
＝
▼
平
日

：

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
▼
土
・

寄
り
の
中
継
局
の
電
波
で
受
信
す
る

に
は
、
受
信
ア
ン
テ
ナ
方
向
の
調
整

と
デ
ジ
タ
ル
受
信
機
の
初
期
設
定
が

必
要
と
な
り
ま
す
。●
中
継
局
名（
放

送
区
域
）
＝
中
里
（
川
西
・
中
里
地

域
）、
小
千
谷
真
人
（
小
千
谷
市
真

人
地
区
・
川
西
地
域
）
●
問
合
せ
＝

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
相

談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
―
07
―

０
１
０
１
）

と
よ
り
事
業
主
の
た
め
に
も
大
切
な

制
度
で
す
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い

事
業
主
は
、
管
轄
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
新

潟
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
（
☎
０

２
５
―
２
３
４
―
５
９
２
１
）

■問合せ　十日町税務署　☎752-3181

日　　時 会　場
11月26日㈭ 午前10時〜11時30分 松代総合センター

12月２日㈬
①午前10時〜11時30分 千手中央コミュニティセンター
②午後１時30分〜３時 JA十日町本店

日　　時 会　場
11月26日㈭ 午後１時30分〜３時 松代総合センター

12月１日㈫
①午前10時〜11時30分

中央公民館
②午後１時30分〜３時

【営業所得関係】

【農業所得関係】

日
曜
日

：

午
前
10
時
～
午
後
５
時
●

問
合
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町

支
局
（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

告
書
・
直
近
の
試
算
表
・
印
鑑
●
会

場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
13
日

㈮
ま
で
に
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎

７
５
７
―
５
１
１
１
）

一
日
金
融
公
庫
相
談
会

　
年
末
決
済
資
金
や
賞
与
等
運
転
資

金
、
設
備
資
金
の
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
●
日
時
＝
11
月
17
日
㈫
午
前

10
時
30
分
～
午
後
４
時
●
持
参
す
る

も
の
＝
過
去
２
期
分
の
決
算
書
・
申

●
期
間
＝
22
年
１
月
７
日
㈭
～
３
月

31
日
㈬
●
会
場
＝
魚
沼
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
南
魚
沼
市
）
●
定
員

＝
16
人
●
受
講
料
＝
無
料
※
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
自
己
負
担
あ
り
●
申
込
み

＝
12
月
９
日
㈬
ま
で
に
所
轄
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
●
問
合
せ
＝
県
立
魚
沼
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０
２
５
―
７
９

４
―
２
４
１
０
）

今
こ
そ
、
人
材
獲
得
の
チ
ャ
ン
ス
！

１
人
で
も
多
く
の
求
人
を

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
管
内
の
最

近
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
新
規
求
人

の
減
少
な
ど
に
よ
り
８
月
の
有
効
求

人
倍
率
が
０
・
43
倍
と
低
い
水
準
で
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
来
春
の
高
校
卒
業
予
定
者
を
対

象
と
し
た
求
人
に
つ
い
て
も
、
前
年

度
を
31
・
２
％
下
回
っ
て
い
て
、
地

市
役
所
本
庁
舎
の

作
業
停
電
を
行
い
ま
す

　
高
圧
自
家
用
受
電
設
備
の
定
期
点

検
の
た
め
、
11
月
22
日
㈰
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
の
間
、
市
役
所
本
庁
舎

が
停
電
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
22

日
午
後
は
情
報
館
で
の
証
明
書
発
行

福⎝
十
日
町
市
社
会
福
祉

協
議
会
嘱
託
職
員
募
集

　
22
年
１
月
１
日
付
け
採
用
の
嘱
託

職
員
を
募
集
し
ま
す
。●
募
集
職
種
・

人
数
＝
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
業
務

職
員
１
人
●
受
験
資
格
＝
お
お
む
ね

60
歳
く
ら
い
ま
で
で
、
看
護
師
（
地

域
福
祉
経
験
者
）・
社
会
福
祉
士
・

介
護
支
援
専
門
員
・
社
会
福
祉
主
事

（
３
年
以
上
高
齢
福
祉
に
関
す
る
相

談
業
務
実
績
を
有
す
る
者
）
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
持
つ
人
●
給
与
＝
月

額
１
６
０
、
０
０
０
円
～
１
９
０
、

０
０
０
円
●
手
当
＝
年
間
２
か
月
額

●
勤
務
地
＝
社
協
松
代
支
所
（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
社
協
と
お
か
ま

ち
）
●
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
面

接
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
30
日

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
科

入
校
生
募
集

●
日
時
＝
12
月
６
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
４
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入

場
料
＝
１
、
３
０
０
円
（
当
日
１
、

５
０
０
円
）
●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝

ク
ロ
ス
10
、
中
央
公
民
館
●
問
合
せ

＝
民
謡
舞
踊
大
競
演
会
実
行
委
員

震
災
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

震
災
か
ら
立
上
が
る
文
化
の
祭
典

民
謡
舞
踊
大
競
演
会

～
小
学
生
５
０
０
円
（
前
売
り
・
当

日
と
も
）
▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
券
（
大
人

１
人
・
子
ど
も
２
人
）

：

２
、
２
０

０
円
（
当
日
券
な
し
）
●
チ
ケ
ッ
ト

取
扱
い
＝
中
央
公
民
館
、
情
報
館
、

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
お
ぎ
の
楽
器
【
ス
テ
ー
ジ
で
い

っ
し
ょ
に
演
奏
し
て
く
れ
る
子
ど
も

た
ち
を
募
集
中
！
】
け
ん
ば
ん
ハ
ー

モ
ニ
カ
隊
・
コ
ー
ラ
ス
隊
・
ち
び
っ

こ
す
ず
隊
を
結
成
し
ま
す
。
感
動
的

な
ス
テ
ー
ジ
を
い
っ
し
ょ
に
作
り
上

げ
ま
し
ょ
う
！
●
問
合
せ
＝
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
・
澤お
も

潟だ
か

（
☎
０
９
０
―
８
０
１
１
―
４
０

２
４
）

千
手
温
泉
千
年
の
湯

8
周
年
感
謝
祭

参加者
募集！

平成21年度十日町市施設見学会
　市民の皆さんから広く十日町市を知ってもらうため、施

設見学会を開催します。今年は、十日町地域消防本部や下

水処理センター、ごみ焼却場など、身近でもなかなか行く

機会がない施設を巡ります。

●日　時　12月７日㈪

　　　　　午前９時50分集合〜午後４時解散

●集合場所　十日町駅東口

●対　象　十日町市民

●参加費　500円

●定　員　先着20人

　※参加者が10人に満たない場合は開催しません

●見学コース　

　十日町駅東口→中央学校給食センター→市役所本庁舎→

子育て支援センターくるる→中央学校給食センター【昼

食】→十日町地域消防本部→下水処理センター→エコク

リーンセンター（ごみ焼却場）→十日町駅東口

●申込み・問合せ

　11月25日㈬までに総務課広報広聴係　☎757-3112

　
紙
粘
土
に
よ
る
小
物
・
額
な
ど
の

作
品
展
で
す
。
●
日
時
＝
11
月
21
日

㈯
・
22
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
22
日
は
４
時
ま
で
）
●
会
場
＝
中

央
公
民
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
お
と
ぎ
工
房
・
福
崎
（
☎
７
５

７
―
０
８
１
３
）

●
日
時
＝
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の

日
）
午
前
10
時
～
●
会
場
・
問
合
せ

＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６
８

―
２
９
８
８
）

元
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
に
と
っ

て
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
求
人
募
集
の
予
定
が
あ
る
事
業

主
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ

＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
事
業
所
部

門
（
☎
７
５
７
―
２
４
０
７
）

長
・
太
田
（
☎
７
５
２
―
４
６
１
２
）

㈪
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
履

歴
書
、
資
格
証
明
書
の
写
し
、
作
文

（
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の
考
え
方

と
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）
を
〒
９
４
８

―
０
０
８
２
十
日
町
市
本
町
２
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
（
☎
７

５
０
―
５
０
１
０
）

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。●
問
合
せ
＝
財
政
課
管
財
係（
☎

７
５
７
―
９
９
１
４
）

▼
倉
俣
小
学
校
で
稲
刈
り
を
行
う
と
聞
き
、

行
っ
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
に
隣
接
す
る
田

ん
ぼ
を
利
用
し
た
米
づ
く
り
は
、
数
年
前
か

ら
全
校
児
童
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
班
編
成
を
し
、
カ
マ
の
扱
い
が
お
ぼ
つ

か
な
い
低
学
年
生
の
隣
で
は
し
っ
か
り
し
た

上
級
生
が
注
意
し
て
い
て
、
頼
も
し
さ
に
感

心
し
き
り
で
し
た
。
ま
た
、
児
童
た
ち
の
稲

作
体
験
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
で
き
て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
は
皆
さ
ん

の
指
導
の
下
、
田
植
え
、
草
取
り
、
そ
し
て
水

の
調
節
を
当
番
で
行
い
、
無
農
薬
ま
た
は
減

農
薬
で
育
て
る
か
な
ど
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
決
め
る
そ
う
で
す
。
刈
っ
た
稲
は
プ
ー
ル

フ
ェ
ン
ス
に
は
ぜ
が
け
し
、
で
き
た
お
米
は

12
月
に
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
を
招
い
て

収
穫
祭
を
行
う
の
だ
と
か
。
ど
う
や
っ
て
食

べ
る
の
？
と
聞
く
と
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
決
め
る
と
の
返
事
が
。
毎
年
豊
作
と
は
い

か
な
い
そ
う
で
す
が
、
児
童
の
自
主
性
を
生

か
し
た
活
動
や
学
年

を
越
え
た
交
流
に
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
稲
刈
り
で
し
た
。

(石)

20市報とおかまち『だんだん』平成21年11月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成21年11月10日号21

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要です



　
い
と
こ
と
花
火
を

 

し
た
と
こ
ろ

夏休みに家の前でいとこと花火をし
ました。夜の雰囲気を出すために、花火
の周りを黒く塗りました。そのおかげで、
花火が目立ってきれいにできました。

ぼ
く
の
大
す
き
な〝
よ
ざ
る
〞

樋熊栞
かん

汰
た

さん（１年）

　
う
み
の
せ
か
い

桑原遥
はる

南
な

さん（２年）

夏休みに、お母さんたちと一緒に海

に行ったところです。浮き輪にのって楽

しかったです。海の色をこくぬったり、

工夫をしました。また海に行きたいな。

どうぶつずかんを見て、おまきざるのなかまの〝よざる〟をかきました。ぼくも〝よざる〟のように、木から木にとびうつりたいです。

■ 人　口  60,826人（－10） 男  29,761人（－11）  女  31,065人（＋１）
■ 世帯数  20,024世帯（＋12） 10月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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小
学
校

■ 人　口  60,826人（－10） 男  29,761人（－11）  女  31,065人（＋１）

　
た
く
さ
ん
こ
い
だ
よ

 

　
カ
ヌ
ー
体
験

自然教室でカヌー体験をしました。ち

ょっと怖かったけど、やっているうちに楽

しくなりました。筆先をはねて、水しぶき

が本当に飛んで行くようにかきました。

古澤美
み

優
ゆう

さん（５年）

小海春
はる

陽
ひ

さん（３年）

　
十
日
町
の
石
彫

不思議な形をしている駅通りの石彫をかきました。大きな石彫だったので、画用紙からはみ出るようにかいて大きく見せるようにしました。

井口萌
もえ

乃
の

さん（６年）

大
地
の
芸
術
祭
の
﹁
最
後
の
教

室
﹂
を
か
き
ま
し
た
。
中
は
暗
く
て

最
初
は
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、
だ
ん
だ

ん
な
れ
て
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
天

の
川
が
う
ま
く
か
け
ま
し
た
。

波
形
和の

ど

か佳
さ
ん
（
４
年
）

大地の芸術祭『最後の教室』 
 から輝く星空へ
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